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I, John F. Gaustad, declare as follows: 

1. I am an attorney with Morgan, Lewis & Bockius LLP.     

2. I retrieved Japanese-language excerpts from the file history of Japanese 

Patent Application No. 2021-544874 from the Japan Platform for Patent 

Information, available at https://www.j-platpat.inpit.go.jp/.  I understand that this 

platform is used by the Japanese Patent Office, whose website is available at 

https://www.jpo.go.jp/e/. 

3. I entered “2021-544874” into the search bar on the Japan Platform for 

Patent Information, available at https://www.j-platpat.inpit.go.jp/, and clicked on the 

hyperlinked result bearing publication number “JP,2022-519124,A.”  A screenshot 

of this webpage is shown below: 
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4. I then clicked the “Details” button for this application, which is shown 

in the screenshot below: 

5. Clicking on the “Details” button opened a pop-up window that included 

a section titled “Examination Records.”  A screenshot of that pop-up window is 

shown below: 
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6. I clicked on “Japanese” to download the complete Japanese-language

version of the page.  I also retrieved portions of the file history by selecting various 

hyperlinks within the “Examination Records” section and downloading the Japanese 

versions.  A true and correct copy of the materials obtained through the above-

described downloads is attached as Exhibit A.  The materials in Exhibit A were 

provided to a translator for translation into English. A screenshot of the 

“Examination Records” is shown below: 

7. All statements made in this declaration of my own knowledge are true,

and all statements made on information and belief are believed to be true.  I declare 

under penalty of perjury that the foregoing is true and correct.  I am aware that willful 

false statements and the like are punishable by fine or imprisonment, or both. 

Executed on: July 15, 2026 By:/John F. Gaustad/ 
John F. Gaustad 
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経過情報照会 ヘルプ

特許出願 2021-544874  国際出願PCT/IB2020/000231 
国際公開WO2020/161545 公表2022-519124
 特許 有効 (登録公報の発行)

登録7295253 本権利は抹消されていない 

経過記録 出願情報 登録情報

表示形式 カテゴリ別表示 時系列表示

 

国内書面

手続補正書（自発・内容）

出願審査請求書

国際出願翻訳文提出書

明細書

請求の範囲
要約書

図面

検索報告書

拒絶理由通知書

手続補正書（自発・内容）

意見書

特許査定

登録料納付

審査

English
閉じる

OPD

3/16/26, 12:07 PM 経過情報表示｜J-PlatPat [JPP]
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 

特許査定

特許料納付書

特許証

登録

 

国際調査報告

添付書類

優先権書類

添付書類

優先権書類

添付書類

優先権書類

添付書類

国際公開

添付書類

外国語国際公開図面（職権）

図面

外国語国際公開要約図（職権）

図面

特許性に関する国際予備報告（第Ｉ章）
添付書類

訂正／国際公開

添付書類

PCT

Copyright JPO and INPIT (H0000)
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経過情報照会

手続補正書（自発・内容） (特許出願2021544874)

                                                                             P.1

【書類名】　　　　　　手続補正書

【整理番号】　　　　　211171AAB

【あて先】　　　　　　特許庁長官　殿
【事件の表示】
　　【出願番号】　　　特願2021-544874

【補正をする者】
　　【識別番号】　　　521253871

　　【氏名又は名称】　ソロズ・テクノロジー・リミテッド
【代理人】

　　【識別番号】　　　110002262

　　【氏名又は名称】　ＴＲＹ国際特許業務法人
　　【代表者】　　　　石川　晃

　　【電話番号】　　　03-5545-5422

【手続補正1】

　【補正対象書類名】　特許請求の範囲
　【補正対象項目名】　全文

　【補正方法】　　　　変更

　【補正の内容】
　　【書類名】特許請求の範囲
　　【請求項１】

　眼鏡デバイスからオーディオ信号をユーザに提供するための方法であって、
　チャンバでオーディオ信号を生成するステップと、
　前記ユーザの耳に届くために、前記オーディオ信号を集中するステップと、
　前記オーディオ信号を前記ユーザの耳に送信するステップと、を含み、
　前記チャンバは前記眼鏡デバイスのボリュームの一部であり、前記オーディオ信号は前
記チャンバ内のポートを介して送信される、ことを特徴とする方法。
　　【請求項２】

　前記チャンバの形状は、前記集中に寄与し、前記形状はスピーカーに曲面を提供し、前
記スピーカーは前記生成に使用される、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】
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　前記形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
　　【請求項４】

　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記眼鏡デバイスの少
なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティック反射率は
前記第二アコースティック反射率より大きい、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項５】

　前記一部は振動エネルギーを吸収し、
　前記一部は前記チャンバの前部、前記チャンバの後部、または前記チャンバの外側表面
である、ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
　　【請求項６】

　外部音カバーは前記集中に寄与し、前記外部音カバーは前記眼鏡デバイスに取り付けら
れている、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項７】

　スピーカーは、前記生成に使用され、
　前記スピーカーは、前記眼鏡デバイスのテンプル内、または前記眼鏡デバイスのテンプ
ル挿入モジュール内にある、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項８】

　デバイスからオーディオ信号をユーザに提供するための装置であって、
　チャンバを含み、前記チャンバは内側表面により画定され、前記チャンバは眼鏡デバイ
スのボリュームの一部であり、前記チャンバは、

                                                                             P.2

　少なくとも一つのスピーカーと、音響ポートと、外側表面と、をさらに含み、
　オーディオ信号を生成するための前記少なくとも一つのスピーカーは、前記ボリューム
内に含まれ、
　前記ユーザが眼鏡デバイスを着用する場合に、前記音響ポートは、前記チャンバからの
前記オーディオ信号の放出を前記ユーザの耳の方向に集中させるために、前記チャンバの
壁に位置し、
　前記外側表面は前記内側表面の外側にある、ことを特徴とする装置。
　　【請求項９】

　前記内側表面のアコースティック反射率は、前記外側表面のアコースティック反射率よ
り大きい、ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
　　【請求項１０】

　前記外側表面は、音響エネルギーを吸収する材料で覆われている、ことを特徴とする請
求項９に記載の装置。
　　【請求項１１】

　前記内側表面は、前記少なくとも一つのスピーカーの周りに曲がった形状を形成する、
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ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
　　【請求項１２】

　前記曲がった形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項１１に記載
の装置。
　　【請求項１３】

　外部音カバーをさらに含み、前記外部音カバーは、内側表面と、外側表面と、を有し、
前記外部音カバーは、前記眼鏡デバイスに取り付けられているように構成され、動作にお
いて、前記音響ポートから放出される前記オーディオ信号は、前記内側表面から前記ユー
ザの耳に向かって反射される、ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
　　【請求項１４】

　前記内側表面に使用される第一材料は、実質的に前記オーディオ信号の反射を提供し、
前記外側表面に使用される第二材料は、実質的に音響エネルギーの吸収を提供する、こと
を特徴とする請求項１３に記載の装置。
　　【請求項１５】

　前記外部音カバーの形状は、前記ユーザの耳に向かって凹んでいる、ことを特徴とする
請求項１３に記載の装置。
　　【請求項１６】

　前記チャンバは、前記眼鏡デバイスのテンプル内、または前記眼鏡デバイスのテンプル
挿入モジュール内にある、ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
　　【請求項１７】

　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記眼鏡デバイスの少
なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティック反射率は
前記第二アコースティック反射率より大きい、ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
　　【請求項１８】

　前記一部は、振動エネルギーを吸収し、
　前記一部は、前記チャンバの前部、前記チャンバの後部、または記チャンバの外側表面
である、ことを特徴とする請求項１７に記載の装置。
　　【請求項１９】

　テンプルインターロックからオーディオ信号をユーザに提供するための装置であって、
　チャンバを含み、前記チャンバは内側表面により画定され、前記チャンバはテンプルイ
ンターロックのボリューム内に含まれ、前記チャンバは、
　少なくとも一つのスピーカーと、音響ポートと、外側表面と、をさらに含み、
　オーディオ信号を生成するための前記少なくとも一つのスピーカーは、前記ボリューム
内に含まれ、
　前記テンプルインターロックが眼鏡デバイスに取り付けられており、且つ前記ユーザが

                                                                             P.3

3/16/26, 12:09 PM 経過情報照会｜J-PlatPat [JPP]

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/h0101 3/56
Page 10 of 36



前記眼鏡デバイスを着用する場合に、前記音響ポートは、前記チャンバからの前記オーデ
ィオ信号の放出を前記ユーザの耳の方向に集中させるために、前記チャンバの壁に位置し
、

　前記外側表面は前記内側表面の外側にある、ことを特徴とする装置。
　　【請求項２０】

　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記眼鏡デバイスの少
なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティック反射率は
前記第二アコースティック反射率より大きい、ことを特徴とする請求項１９に記載の装置
。

　　【請求項２１】

　前記一部は、振動エネルギーを吸収し、
　前記一部は、前記チャンバの前部、前記チャンバの後部、前記チャンバの外側表面であ
る、ことを特徴とする請求項２０に記載の装置。
　　【請求項２２】

　前記内側表面は、前記少なくとも一つのスピーカーの周りに曲がった形状を形成する、
ことを特徴とする請求項１９に記載の装置。
　　【請求項２３】

　前記曲がった形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項２２に記載
の装置。
　　【請求項２４】

　外部音カバーをさらに含み、前記外部音カバーは、内側表面と、外側表面と、を有し、
前記外部音カバーは、前記眼鏡デバイスに取り付けられているように構成され、動作にお
いて、前記音響ポートから放出される前記オーディオ信号は、前記内側表面から前記ユー
ザの耳に向かって反射される、ことを特徴とする請求項１９に記載の装置。
　　【請求項２５】

　前記内側表面に使用される第一材料は、実質的に前記オーディオ信号の反射を提供し、
前記外側表面に使用される第二材料は、実質的に振動エネルギーの吸収を提供する、こと
を特徴とする請求項２４に記載の装置。
　　【請求項２６】

　前記外部音カバーの形状は、前記ユーザの耳に向かって凹んでいる、ことを特徴とする
請求項２４に記載の装置。
　　【請求項２７】

　テンプルインターロックからオーディオ信号をユーザに提供するための方法であって、
　チャンバでオーディオ信号を生成するステップと、
　前記ユーザの耳に届くために、前記オーディオ信号を集中するステップと、
　前記オーディオ信号を前記ユーザの耳に送信するステップと、を含み、
　前記チャンバは、前記テンプルインターロックのボリュームの一部であり、前記オーデ
ィオ信号は、前記チャンバ内のポートを介して送信される、ことを特徴とする方法。
　　【請求項２８】
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　前記チャンバの形状は、前記集中に寄与し、前記形状はスピーカーに曲面を提供し、前
記スピーカーは前記生成に使用される、ことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
　　【請求項２９】

　前記形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項２８に記載の方法。
　　【請求項３０】

　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記テンプルインター
ロックの少なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティッ
ク反射率は前記第二アコースティック反射率より大きい、ことを特徴とする請求項２７に
記載の方法。
　　【請求項３１】

　前記一部は、振動エネルギーを吸収し、前記一部は、前記チャンバの外側表面である、

                                                                             P.4

ことを特徴とする請求項３０に記載の方法。
　　【請求項３２】

　外部音カバーは前記集中に寄与し、前記外部音カバーは前記テンプルインターロックに
取り付けられている、ことを特徴とする請求項２７に記載の方法。
　　【請求項３３】

　ユーザの耳に向けられるオーディオ信号の信号対雑音比を高めるための装置であって、
　外部音カバーを含み、前記外部音カバーは、
　内側表面と、
　外側表面と、をさらに含み、前記外部音カバーは、眼鏡デバイスのテンプルに取り付け
られているように構成され、動作において、前記眼鏡デバイスの音響ポートから放出され
るオーディオ信号は、前記内側表面で反射され、それにより、前記ユーザの耳に向けられ
る、ことを特徴とする装置。
　　【請求項３４】

　前記外側表面の材料特性は、そこに入射する音響エネルギーを吸収するように選択され
、それにより、前記オーディオ信号の信号対雑音比を高める、ことを特徴とする請求項３
３に記載の装置。
　　【請求項３５】

　前記外側表面の材料特性は、そこに入射する音響エネルギーを前記ユーザから離れて反
射するように選択され、それにより、前記オーディオ信号の信号対雑音比を高める、こと
を特徴とする請求項３３に記載の装置。
　　【請求項３６】

　動作において、前記外部音カバーは、風による乱流が前記ユーザの耳に当たるのを防ぎ
、それにより、前記オーディオ信号の信号対雑音比を高める、ことを特徴とする請求項３
３に記載の装置。
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【手続補正2】

　【補正対象書類名】　図面

　【補正対象項目名】　全図

　【補正方法】　　　　変更

　【補正の内容】
　　【書類名】図面

　　【図１】

                                                                             P.5
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経過情報照会

拒絶理由通知書 (特許出願2021544874)

                                                                     P.1

　　　　　　　　　　　　　　 拒絶理由通知書

　特許出願の番号　　　　　　特願２０２１－５４４８７４
　起案日　　　　　　　　　　令和　４年１０月１７日

　特許庁審査官　　　　　　　渡邊　正宏　　　　　　　　４５４６　５Ｚ００

　特許出願人代理人　　　　　ＴＲＹ国際弁理士法人　様

　適用条文　　　　　　　　　第３６条第６項第２号（明確性）

　　　　　　　　　　　　　　第３６条第６項第１号（サポート要件）
　　　　　　　　　　　　　　第３６条第４項第１号（実施可能要件）

　　　　　　　　　　　　　　第２９条第１項第３号（新規性）

　　　　　　　　　　　　　　第２９条第２項（進歩性）

　この出願は、次の理由によって拒絶をすべきものです。これについて意見が
ありましたら、この通知書の発送の日から３か月以内に意見書を提出してくだ
さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　理由

理由１．（明確性）この出願は、特許請求の範囲の記載が下記の点で、特許法第
３６条第６項第２号に規定する要件を満たしていない。

理由２．（サポート要件）この出願は、特許請求の範囲の記載が下記の点で、特
許法第３６条第６項第１号に規定する要件を満たしていない。

理由３．（実施可能要件）この出願は、発明の詳細な説明の記載が下記の点で、
特許法第３６条第４項第１号に規定する要件を満たしていない。

理由４．（新規性）この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国
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内又は外国において、頒布された下記の刊行物に記載された発明又は電気通信回
線を通じて公衆に利用可能となった発明であるから、特許法第２９条第１項第３
号に該当し、特許を受けることができない。

理由５．（進歩性）この出願の下記の請求項に係る発明は、その出願前に日本国
内又は外国において、頒布された下記の刊行物に記載された発明又は電気通信回
線を通じて公衆に利用可能となった発明に基いて、その出願前にその発明の属す
る技術の分野における通常の知識を有する者が容易に発明をすることができたも
のであるから、特許法第２９条第２項の規定により特許を受けることができない

                                                                     P.2

。

　　　　　記　　　（引用文献等については引用文献等一覧参照）

●理由１（明確性）について
・請求項　１８、３５
　請求項１８の「記チャンバ」の記載は、どのようなチャンバを示しているのか
分からず不明瞭である。

　請求項３５の記載は、ユーザの耳付近に位置するテンプルに取り付けられた外
部音カバーが、音響エネルギーをユーザから離れて反射することの技術的意味が
不明である。

　よって、請求項１８、３５に係る発明は明確でない。

●理由２（サポート要件）について
・請求項　１５、２６、３２

　請求項１５の記載において、対応する発明の詳細な説明には、外部音カバーの
形状が、ユーザの耳に向かって凹んでいることは記載も示唆もされておらず、ま
た自明のものでもない。
　また、請求項２６においても同様である。

　請求項３２の記載において、対応する発明の詳細な説明には、外部音カバーが
テンプルインターロックに取り付けられていることは記載も示唆もされておらず
、また自明のものでもない。
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　よって、請求項１５、２６、３２に係る発明は、発明の詳細な説明に記載した
ものでない。

●理由３（実施可能要件）について
・請求項　１５、２６、３２
　請求項１５の記載において、対応する発明の詳細な説明には、外部音カバーの
形状が、ユーザの耳に向かってどのように凹んだ形状とするのかが記載も示唆も
されておらず、また自明のものでもない。
　また、請求項２６においても同様である。

　請求項３２の記載において、対応する発明の詳細な説明には、どのようにして
外部音カバーをテンプルインターロックに取り付けるのかが記載も示唆もされて

                                                                     P.3

おらず、また自明のものでもない。

　よって、この出願の発明の詳細な説明は、当業者が請求項１５、２６、３２に
係る発明を実施することができる程度に明確かつ十分に記載されたものでない。

●理由４（新規性）、５（進歩性）について
・請求項　　　１、７、８、１６
・引用文献等　１

・備考

　引用文献１には、
　眼鏡型補聴器（本願の請求項１、７、８、１６に係る発明の「眼鏡デバイス」
に相当する。以下「」は同様である。）であって、
　テンプル３２内で且つスピーカー８を取り囲む空洞部３７（「チャンバ」、「
ボリュームの一部」）を形成し、
　空洞部３７は、スピーカー８の音を最適に出力するための空間からなり、
　空洞部３７から耳の位置に向けて複数の穴３８（「ポート」、「音響ポート」
）が形成され、
　複数の穴３８により、耳に向けて直進的に空洞部３７からの音を出力すること
（「集中」）が記載されていると認められる（例えば、段落００５４、００５５
、図１０）。

　したがって、本願の請求項１、７、８、１６に係る発明は、引用文献１に記載
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された発明である。
　また、仮に、本願の請求項１、７、８、１６に係る発明が新規性を有していた
としても、本願の請求項１、７、８、１６に係る発明は、引用文献１に記載され
た発明より、当業者が容易に発明できたものである。

●理由２（進歩性）について
・請求項　　　７、１６
・引用文献等　１

・備考

　引用文献１は上記したとおりである。

　引用文献１に記載された発明は、テンプル挿入モジュールの構成が記載されて
いない点で本願の請求項７、１６に係る発明と相違する。

　しかしながら、電気回路等をモジュール化することは広く一般的に行われてい
ることであり、引用文献１に記載された発明において、スピーカー８を取り囲む
空洞部等の構成を、モジュール化するか否かは、当業者が、当該眼鏡型補聴器の

                                                                     P.4

態様に応じて、最適なものを適宜選択するという設計的事項であると認められる
。

　したがって、本願の請求項７、１６に係る発明は、引用文献１に記載された発
明より、当業者が容易に発明できたものである。

・請求項　　　２－４、９、１１、１２、１７
・引用文献等　１、２

・備考

　引用文献１は上記したとおりである。

　引用文献１に記載された発明は、チャンバ形状について明確に記載されていな
い点で本願の請求項２、３、１１、１２、１７に係る発明と相違し、内側表面の
アコースティック反射率が、外側表面のアコースティック反射率より大きいこと
が記載されていない点で本願の請求項４、９に係る発明と相違する。

　しかしながら、引用文献２には、補聴器において、音声発生装置２と回転放物
線面を有する反射体を用いて、絞られて音束となった音波を、開口部４と対向し
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た位置にいる利用者に局部的に届け、
　開口部４の周縁に下方に向かって短円筒状の吸音材を設け、開口部４から放出
される音波のうち、直線方向に向かわず散乱している音波を吸取し、直線方向に
向かう音波のみが開口部４から放出され、特定の範囲にのみ拡大された音波を集
中させることが記載されていると認められる（例えば、第２ページ右上欄第７行
－左下欄第１８行、第２ページ右下欄第１９行－第３ページ左上欄第７行、第１
、３図）。

　そして、上記において、反射体のアコースティック反射率が吸音材のアコース
ティック反射率より大きいことは自明であると認められる。
　また、当該外側表面の反射率をどの程度に設定するかは、当業者が、当該眼鏡
型補聴器の態様に応じて、最適なものを適宜選択するという設計的事項であると
認められる。

　してみれば、引用文献１に記載された発明において、空洞部とポートの構成に
上記の反射体と吸音材の構成を適用することに格別の困難性は認められない。
　その際に、当該テンプル外側表面や反射体のアコースティック反射率をどのよ
うに設定するかは　当業者が、当該眼鏡型補聴器の態様に応じて、最適なものを
適宜選択するという設計的事項であると認められる。

　したがって、本願の請求項２－４、９、１１、１２、１７に係る発明は、引用
文献１、２に記載された発明より、当業者が容易に発明できたものである。

                                                                     P.5

・請求項　　　６、１３－１５、３３－３６

・引用文献等　１、３

・備考

　引用文献１は上記したとおりである。

　引用文献１に記載された発明は、外部音カバーの構成が記載されていない点で
本願の請求項６、１３－１５、３３－３６に係る発明と相違する。

　しかしながら、引用文献３には、難聴者が補聴器等を使用する際に、眼鏡フレ
ームに取り付ける、凹状に展開するフード６を有する外部雑音を遮断する補聴器
用補助具が記載されていると認められる（例えば、第１ページ左下欄第８行－右
下欄第１１行、第１－４図）。
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　してみれば、引用文献１に記載された発明において、上記補聴器用補助具を適
用することに格別の困難性は認められない。
　その際、当該フードにどのような形状や材料を採用するかは　当業者が、当該
眼鏡型補聴器の態様に応じて、最適なものを適宜選択するという設計的事項であ
ると認められる。

　したがって、本願の請求項６、１３－１５、３３－３６に係る発明は、引用文
献１、３に記載された発明より、当業者が容易に発明できたものである。

・請求項　　　１９、２０、２２、２３、２７－３０
・引用文献等　４、２

・備考

　引用文献４には、音送信機３４（「スピーカ」）と、コネクタ３２によって眼
鏡２２の眼鏡のテンプルに装着して使用するアイウェア保持装置（「テンプルイ
ンターロックからオーディオ信号をユーザに提供するための装置」）であって、
　オーディオ装置に近接した位置から、外側の耳の後方の耳の聴覚路の１つ以上
の表面に送信するためのオーディオ信号を再生することが記載されていると認め
られる（例えば、段落００２２－００５６、図１－７）。

　引用文献４に記載された発明は、オーディオ信号を集中する構成が明確に記載
されていない点で本願の請求項１９、２０、２２、２３、２７－３０に係る発明
と相違する。

　そして、引用文献２は上記したとおりである。

                                                                     P.6

　してみれば、上記相違点について、上述した引用文献２に記載された発明を適
用することに格別の困難性は認められない。

　したがって、本願の請求項１９、２０、２２、２３、２７－３０に係る発明は
、引用文献４、２に記載された発明より、当業者が容易に発明できたものである
。

・請求項　　　２４－２６、３２
・引用文献等　４、２、３

・備考
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　引用文献４、２、３は上記したとおりである。

　引用文献４に記載された発明は、外部音カバーの構成が記載されていない点で
本願の請求項２４－２６、３２に係る発明と相違する。

　しかしながら、上記相違点については上記したとおりである。

　そして、引用文献４に記載された発明におけるコネクタを、当該フードの眼鏡
フレームへの取り付け部とすることに格別の困難性は認められない。

　したがって、本願の請求項２４－２６、３２に係る発明は、引用文献４、２、
３に記載された発明より、当業者が容易に発明できたものである。

＜拒絶の理由を発見しない請求項＞
　請求項５、１０、２１、３１に係る発明については、現時点では、拒絶の理由
を発見しない。拒絶の理由が新たに発見された場合には拒絶の理由が通知される
。

　　　　　　　　　　　　　＜引用文献等一覧＞

１．特開２０１６－０３９６３２号公報

２．特開平０２－１０４２００号公報

３．特開昭５６－０８１８１４号公報

４．米国特許出願公開第２０１０／０２７２３０４号明細書

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　　　　　　　　＜先行技術文献調査結果の記録＞

・調査した技術分野　　　ＩＰＣ　　　　Ａ６１Ｆ　１１／１４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｇ０２Ｃ　　１／００－１３／００

                                                                     P.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｇ１０Ｋ　１１／００－１３／００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ０４Ｒ　　１／００－　１／０８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ０４Ｒ　　１／１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ０４Ｒ　　１／１２－　１／１４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ０４Ｒ　　１／２０－　１／４０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ０４Ｒ　　１／４２－　１／４６
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ０４Ｒ　　５／００－　５／０４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ０４Ｒ　２５／００－２５／０４

・先行技術文献　　実願昭６３－０１６０５０号（実開平０１－１２０１２６号

　　　　　　　　　）のマイクロフィルム

　この先行技術文献調査結果の記録は、拒絶理由を構成するものではありません
。

＜補正をする際の注意＞
（１）明細書、特許請求の範囲について補正をする場合は、補正により記載を変
更した個所に下線を引いてください（特許法施行規則様式第１３備考５、６）。
（２）補正は、この出願の出願当初の明細書、特許請求の範囲又は図面に記載し
た事項の範囲内で行わなければなりません。また、意見書で、各補正事項につい
て補正が適法なものである理由を、根拠となる出願当初の明細書等の記載箇所を
明確に示したうえで主張してください。
（３）特許請求の範囲について補正をする際には、特許法第１７条の２第４項に
違反する補正とならないよう、注意してください。

　この拒絶理由通知の内容に関するお問合せ又は面接のご希望がありましたら次
の連絡先までご連絡ください。電子メール等で補正案等の送付を希望される場合
は、その旨を電話でお知らせください。

審査第四部（PA5D）　電気機器　渡邊　正宏（わたなべ　まさひろ）
ＴＥＬ．０３－３５８１－１１０１　内線　３５８９

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　審査長／代理　審査官　　　　審査官補　　

　　　　　　　　　　　　　　　佐久　聖子　　渡邊　正宏　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　３１４２　　　４５４６　　　　　　　　　　
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経過情報照会

手続補正書（自発・内容） (特許出願2021544874)

                                                                             P.1

【書類名】　　　　　　手続補正書

【整理番号】　　　　　211171AAB

【あて先】　　　　　　特許庁長官　殿
【事件の表示】
　　【出願番号】　　　特願2021-544874

【補正をする者】
　　【識別番号】　　　521253871

　　【氏名又は名称】　ソロズ・テクノロジー・リミテッド
【代理人】

　　【識別番号】　　　110002262

　　【氏名又は名称】　ＴＲＹ国際弁理士法人
　　【代表者】　　　　石川　晃

　　【電話番号】　　　（省略）

【手続補正1】

　【補正対象書類名】　特許請求の範囲
　【補正対象項目名】　全文

　【補正方法】　　　　変更

　【補正の内容】
　　【書類名】特許請求の範囲
　　【請求項１】

　眼鏡デバイスからオーディオ信号をユーザに提供するための方法であって、
　チャンバでオーディオ信号を生成するステップと、
　前記ユーザの耳に届くために、前記オーディオ信号を集中するステップと、
　前記オーディオ信号を前記ユーザの耳に送信するステップと、を含み、
　前記チャンバは前記眼鏡デバイスのボリュームの一部であり、前記オーディオ信号は前
記チャンバ内のポートを介して送信され、
　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記眼鏡デバイスの少
なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティック反射率は
前記第二アコースティック反射率より大きく、
　前記一部は振動エネルギーを吸収し、
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　前記一部は前記チャンバの前部、または前記チャンバの後部、または前記チャンバの外
側表面である、ことを特徴とする方法。
　　【請求項２】

　前記チャンバの形状は、前記集中に寄与し、前記形状はスピーカーに曲面を提供し、前
記スピーカーは前記生成に使用される、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】

　前記形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
　　【請求項４】

　外部音カバーは前記集中に寄与し、前記外部音カバーは前記眼鏡デバイスに取り付けら
れている、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項５】

　スピーカーは、前記生成に使用され、
　前記スピーカーは、前記眼鏡デバイスのテンプル内、または前記眼鏡デバイスのテンプ
ル挿入モジュール内にある、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項６】

　デバイスからオーディオ信号をユーザに提供するための装置であって、
　チャンバを含み、前記チャンバは内側表面により画定され、前記チャンバは眼鏡デバイ
スのボリュームの一部であり、前記チャンバは、少なくとも一つのスピーカーと、音響ポ
ートと、外側表面と、をさらに含み、
　オーディオ信号を生成するための前記少なくとも一つのスピーカーは、前記ボリューム

                                                                             P.2

内に含まれ、
　前記ユーザが眼鏡デバイスを着用する場合に、前記音響ポートは、前記チャンバからの
前記オーディオ信号の放出を前記ユーザの耳の方向に集中させるために、前記チャンバの
壁に位置し、
　前記外側表面は前記内側表面の外側にあり、
　前記内側表面のアコースティック反射率は、前記外側表面のアコースティック反射率よ
り大きく、
　前記外側表面は、音響エネルギーを吸収する材料で覆われている、ことを特徴とする装
置。

　　【請求項７】

　前記内側表面は、前記少なくとも一つのスピーカーの周りに曲がった形状を形成する、
ことを特徴とする請求項６に記載の装置。
　　【請求項８】

　前記曲がった形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項７に記載の
装置。
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　　【請求項９】

　外部音カバーをさらに含み、前記外部音カバーは、内側表面と、外側表面と、を有し、
前記外部音カバーは、前記眼鏡デバイスに取り付けられているように構成され、動作にお
いて、前記音響ポートから放出される前記オーディオ信号は、前記内側表面から前記ユー
ザの耳に向かって反射される、ことを特徴とする請求項６に記載の装置。
　　【請求項１０】

　前記内側表面に使用される第一材料は、実質的に前記オーディオ信号の反射を提供し、
前記外側表面に使用される第二材料は、実質的に音響エネルギーの吸収を提供する、こと
を特徴とする請求項９に記載の装置。
　　【請求項１１】

前記チャンバは、前記眼鏡デバイスのテンプル内、または前記眼鏡デバイスのテンプル挿
入モジュール内にある、ことを特徴とする請求項６に記載の装置。
　　【請求項１２】

　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記眼鏡デバイスの少
なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティック反射率は
前記第二アコースティック反射率より大きい、ことを特徴とする請求項６に記載の装置。
　　【請求項１３】

　前記一部は、振動エネルギーを吸収し、
　前記一部は、前記チャンバの前部、または前記チャンバの後部、または前記チャンバの
外側表面である、ことを特徴とする請求項１２に記載の装置。
　　【請求項１４】

　テンプルインターロックからオーディオ信号をユーザに提供するための装置であって、
　チャンバを含み、前記チャンバは内側表面により画定され、前記チャンバはテンプルイ
ンターロックのボリューム内に含まれ、前記チャンバは、
　少なくとも一つのスピーカーと、音響ポートと、外側表面と、をさらに含み、
　オーディオ信号を生成するための前記少なくとも一つのスピーカーは、前記ボリューム
内に含まれ、
　前記テンプルインターロックが眼鏡デバイスに取り付けられており、且つ前記ユーザが
前記眼鏡デバイスを着用する場合に、前記音響ポートは、前記チャンバからの前記オーデ
ィオ信号の放出を前記ユーザの耳の方向に集中させるために、前記チャンバの壁に位置し
、

　前記外側表面は前記内側表面の外側にあり、
　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記眼鏡デバイスの少
なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティック反射率は
前記第二アコースティック反射率より大きく、
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　前記一部は、振動エネルギーを吸収し、
　前記一部は、前記チャンバの前部、または前記チャンバの後部、または前記チャンバの
外側表面である、ことを特徴とする装置。
　　【請求項１５】

　前記内側表面は、前記少なくとも一つのスピーカーの周りに曲がった形状を形成する、
ことを特徴とする請求項１４に記載の装置。
　　【請求項１６】

　前記曲がった形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項１５に記載
の装置。
　　【請求項１７】

　外部音カバーをさらに含み、前記外部音カバーは、内側表面と、外側表面と、を有し、
前記外部音カバーは、前記眼鏡デバイスに取り付けられているように構成され、動作にお
いて、前記音響ポートから放出される前記オーディオ信号は、前記内側表面から前記ユー
ザの耳に向かって反射される、ことを特徴とする請求項１４に記載の装置。
　　【請求項１８】

　前記内側表面に使用される第一材料は、実質的に前記オーディオ信号の反射を提供し、
前記外側表面に使用される第二材料は、実質的に振動エネルギーの吸収を提供する、こと
を特徴とする請求項１７に記載の装置。
　　【請求項１９】

　テンプルインターロックからオーディオ信号をユーザに提供するための方法であって、
　チャンバでオーディオ信号を生成するステップと、
　前記ユーザの耳に届くために、前記オーディオ信号を集中するステップと、
　前記オーディオ信号を前記ユーザの耳に送信するステップと、を含み、
　前記チャンバは、前記テンプルインターロックのボリュームの一部であり、前記オーデ
ィオ信号は、前記チャンバ内のポートを介して送信され、
　前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記テンプルインター
ロックの少なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティッ
ク反射率は前記第二アコースティック反射率より大きく、
　前記一部は、振動エネルギーを吸収し、前記一部は、前記チャンバの外側表面である、
ことを特徴とする方法。
　　【請求項２０】

　前記チャンバの形状は、前記集中に寄与し、前記形状はスピーカーに曲面を提供し、前
記スピーカーは前記生成に使用される、ことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
　　【請求項２１】

　前記形状は、一般的に放物線形状である、ことを特徴とする請求項２０に記載の方法。
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経過情報照会

意見書 (特許出願2021544874)

                                                                             P.1

【書類名】　　　　　　意見書

【整理番号】　　　　　211171AAB

【あて先】　　　　　　特許庁審査官　殿
【事件の表示】
　　【出願番号】　　　特願2021-544874

【特許出願人】

　　【識別番号】　　　521253871

　　【氏名又は名称】　ソロズ・テクノロジー・リミテッド
【代理人】

　　【識別番号】　　　110002262

　　【氏名又は名称】　ＴＲＹ国際弁理士法人
　　【代表者】　　　　石川　晃

　　【電話番号】　　　（省略）

【発送番号】　　　　　522073

【意見の内容】
　１．拒絶の理由
　審査官殿は、令和４年１０月２５日付（発送日）の拒絶理由通知書において、以下に示
す拒絶理由を通知されました。
　理由１．（明確性）

　この出願の請求項１８、３５に係る発明は、特許法第３６条第６項第２号に規定する要
件を満たしていない。
　理由２．（サポート要件）
　この出願の請求項１５、２６、３２に係る発明は、特許法第３６条第６項第１号に規定
する要件を満たしていない。
　理由３．（実施可能要件）

　この出願の請求項１５、２６、３２に係る発明は、特許法第３６条第４項第１号に規定
する要件を満たしていない。
　理由４（新規性）

　この出願の請求項１、７、８、１６に係る発明は引用文献１（特開２０１６－０３９６
３２号公報）に記載された発明であるから、特許法第２９条第１項第３号に該当し、特許
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を受けることができない。
　理由５（進歩性）

　この出願の請求項１～４、６～９、１１～２０、２２～３０、３２～３６に係る発明は
、引用文献１、引用文献２（特開平０２－１０４２００号公報）、引用文献３（特開昭５

６－０８１８１４号公報）、引用文献４（米国特許出願公開第２０１０／０２７２３０４

号明細書）に記載された発明に基いて、その出願前にその発明の属する技術の分野におけ
る通常の知識を有する者が容易に発明をすることができたものであるから、特許法第２９
条第２項の規定により特許を受けることができない。
　そこで、出願人は、本意見書と同時に提出する手続補正書において特許請求の範囲につ
いて補正を致しました。この補正により、上述の各拒絶理由は解消されるものと出願人は
思料致しますので、以下のように意見を述べさせて戴きます。

　２．補正とその根拠
　後述しますように、今回の補正の前後では、請求項の番号が異なります。補正後の請求
項と補正前の請求項の対応関係は、以下のとおりです。なお、以下では、補正前の請求項
を適宜“旧請求項”とし、補正後の請求項を適宜“新請求項”として、補正の内容を以下
に説明します。
　補正後の請求項　　　　　　　　　補正前の請求項
　新請求項１－３　　　　　　　　　旧請求項１－３

　新請求項４－６　　　　　　　　　旧請求項６－８

                                                                             P.2

　新請求項７－１０　　　　　　　　旧請求項１１－１４

　新請求項１１－１４　　　　　　　旧請求項１６－１９

　新請求項１５－１８　　　　　　　旧請求項２２－２５

　新請求項１９－２１　　　　　　　旧請求項２７－２９

　削除　　　　　　　　　　　　　　旧請求項４、５、９、１０、１５、２０、２１、２

６、３０－３６

　（１）旧請求項１に旧請求項４、５の内容を組込んで新請求項１としました。新請求項
１には「眼鏡デバイスからオーディオ信号をユーザに提供するための方法であって、チャ
ンバでオーディオ信号を生成するステップと、前記ユーザの耳に届くために、前記オーデ
ィオ信号を集中するステップと、前記オーディオ信号を前記ユーザの耳に送信するステッ
プと、を含み、前記チャンバは前記眼鏡デバイスのボリュームの一部であり、前記オーデ
ィオ信号は前記チャンバ内のポートを介して送信され、前記チャンバの内側表面は第一ア
コースティック反射率を有し、前記眼鏡デバイスの少なくとも一部は第二アコースティッ
ク反射率を有し、前記第一アコースティック反射率は前記第二アコースティック反射率よ
り大きく、前記一部は振動エネルギーを吸収し、前記一部は前記チャンバの前部、または
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前記チャンバの後部、または前記チャンバの外側表面である、ことを特徴とする方法。」
と記載されています。
　（２）旧請求項８に旧請求項９、１０の内容を組込んで新請求項６としました。新請求
項６には「デバイスからオーディオ信号をユーザに提供するための装置であって、チャン
バを含み、前記チャンバは内側表面により画定され、前記チャンバは眼鏡デバイスのボリ
ュームの一部であり、前記チャンバは、少なくとも一つのスピーカーと、音響ポートと、
外側表面と、をさらに含み、オーディオ信号を生成するための前記少なくとも一つのスピ
ーカーは、前記ボリューム内に含まれ、前記ユーザが眼鏡デバイスを着用する場合に、前
記音響ポートは、前記チャンバからの前記オーディオ信号の放出を前記ユーザの耳の方向
に集中させるために、前記チャンバの壁に位置し、前記外側表面は前記内側表面の外側に
あり、前記内側表面のアコースティック反射率は、前記外側表面のアコースティック反射
率より大きく、前記外側表面は、音響エネルギーを吸収する材料で覆われている、ことを
特徴とする装置。」と記載されています。
　（３）旧請求項４、５、９、１０、１５を削除しました。
　（４）旧請求項１８を以下のように補正して新請求項１３としました。すなわち、新請
求項１３を、「前記一部は、振動エネルギーを吸収し、前記一部は、前記チャンバの前部
、または前記チャンバの後部、または前記チャンバの外側表面である、ことを特徴とする
請求項１２に記載の装置。」との記載に補正しました。
　以上の補正は、特許請求の範囲が明確となる目的に基づいています。
　（５）旧請求項１９に旧請求項２０、５の内容を組込んで新請求項１４としました。新
請求項１４には「テンプルインターロックからオーディオ信号をユーザに提供するための
装置であって、チャンバを含み、前記チャンバは内側表面により画定され、前記チャンバ
はテンプルインターロックのボリューム内に含まれ、前記チャンバは、少なくとも一つの
スピーカーと、音響ポートと、外側表面と、をさらに含み、オーディオ信号を生成するた
めの前記少なくとも一つのスピーカーは、前記ボリューム内に含まれ、前記テンプルイン
ターロックが眼鏡デバイスに取り付けられており、且つ前記ユーザが前記眼鏡デバイスを
着用する場合に、前記音響ポートは、前記チャンバからの前記オーディオ信号の放出を前
記ユーザの耳の方向に集中させるために、前記チャンバの壁に位置し、前記外側表面は前
記内側表面の外側にあり、前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し
、前記眼鏡デバイスの少なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一ア
コースティック反射率は前記第二アコースティック反射率より大きく、前記一部は、振動
エネルギーを吸収し、前記一部は、前記チャンバの前部、または前記チャンバの後部、ま
たは前記チャンバの外側表面である、ことを特徴とする装置。」と記載されています。
　（６）旧請求項２０、２１、２６を削除しました。
　（７）旧請求項２７に旧請求項３０、３１の内容を組込んで新請求項１９としました。
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新請求項１９には「テンプルインターロックからオーディオ信号をユーザに提供するため
の方法であって、チャンバでオーディオ信号を生成するステップと、前記ユーザの耳に届
くために、前記オーディオ信号を集中するステップと、前記オーディオ信号を前記ユーザ
の耳に送信するステップと、を含み、前記チャンバは、前記テンプルインターロックのボ
リュームの一部であり、前記オーディオ信号は、前記チャンバ内のポートを介して送信さ
れ、前記チャンバの内側表面は第一アコースティック反射率を有し、前記テンプルインタ
ーロックの少なくとも一部は第二アコースティック反射率を有し、前記第一アコースティ
ック反射率は前記第二アコースティック反射率より大きく、前記一部は、振動エネルギー
を吸収し、前記一部は、前記チャンバの外側表面である、ことを特徴とする方法。」と記
載されています。
　（８）旧請求項３０－３６を削除しました。
　（９）旧請求項１１を引用関係を補正するように補正して新請求項７としました。新請
求項７は新請求項６を引用します。
　旧請求項１２を引用関係を補正するように補正して新請求項８としました。新請求項８
は新請求項７を引用します。
　旧請求項１３を引用関係を補正するように補正して新請求項９としました。新請求項９
は新請求項６を引用します。
　旧請求項１４を引用関係を補正するように補正して新請求項１０としました。新請求項
１０は新請求項９を引用します。
　旧請求項１６を引用関係を補正するように補正して新請求項１１としました。新請求項
１１は新請求項６を引用します。
　旧請求項１７を引用関係を補正するように補正して新請求項１２としました。新請求項
１２は新請求項６を引用します。
　旧請求項２２を引用関係を補正するように補正して新請求項１５としました。新請求項
１５は新請求項１４を引用します。
　旧請求項２３を引用関係を補正するように補正して新請求項１６としました。新請求項
１６は新請求項１５を引用します。
　旧請求項２４を引用関係を補正するように補正して新請求項１７としました。新請求項
１７は新請求項１４を引用します。
　旧請求項２５を引用関係を補正するように補正して新請求項１８としました。新請求項
１８は新請求項１７を引用します。
　旧請求項２８を引用関係を補正するように補正して新請求項２０としました。新請求項
２０は新請求項１９を引用します。
　旧請求項２９を引用関係を補正するように補正して新請求項２１としました。新請求項
２１は新請求項２０を引用します。
　以上、本補正は特許法第１７条の２第３項の規定に適合します。

　３．理由１（明確性）について
　今回の補正により、新請求項１３において、補正前の「記チャンバの外側表面」を「前
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記チャンバの外側表面」とし、旧請求項３５を削除しました。
　よって、理由１は解消されるものと出願人は思料致します。

　４．理由２（サポート要件）および理由３（実施可能要件）について
　今回の補正により、旧請求項１５、２６、３２を削除しました。
　よって、理由２および理由３は解消されるものと出願人は思料致します。

　５．理由４（新規性）および理由５（進歩性）について
　今回の応答では、旧請求項１に旧請求項４、５の内容を組込んで新請求項１とし、旧請
求項８に旧請求項９、１０の内容を組込んで新請求項６とし、旧請求項１９に旧請求項２
０、５の内容を組込んで新請求項１４とし、旧請求項２７に旧請求項３０、３１の内容を

                                                                             P.4

組込んで新請求項１９としました。
　本願の旧請求項５、１０、３１は、拒絶の理由を発見しない請求項です。
　従いまして、今回の拒絶理由４および５は全て解消されたものと確信します。

　６．結論

　以上説明致しましたように、この出願は特許要件を十分に有していると確信する次第で
ありますので、再度御審査の上、特許すべき旨の査定を賜りたく御願い申し上げます。
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経過情報照会

特許査定 (特許出願2021544874)

                                                                     P.1

　　　　　　　　　　　　　　　　特許査定

　特許出願の番号　　　　　　特願２０２１－５４４８７４
　起案日　　　　　　　　　　令和　５年　５月１１日

　特許庁審査官　　　　　　　渡邊　正宏　　　　　　　　４５４６　５Ｚ００

　発明の名称　　　　　　　　頭部装着型オーディオプロジェクションシステム
　　　　　　　　　　　　　　、装置、および方法のためのパーソナライズされ
　　　　　　　　　　　　　　た指向性オーディオ
　請求項の数　　　　　　　　　２１
　特許出願人　　　　　　　　ソロズ・テクノロジー・リミテッド
　代理人　　　　　　　　　　ＴＲＹ国際弁理士法人

　この出願については、拒絶の理由を発見しないから、特許査定をします。
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　　　　　　　　審査長／代理　審査官　　　　審査官補　　　　分類確定官　

　　　　　　　　佐久　聖子　　渡邊　正宏　　　　　　　　　　堀　洋介　　

　　　　　　　　３１４２　　　４５４６　　　　　　　　　　　３９９６　　

                                                                     P.2

・出願種別　　　　　　　　通常

・参考文献　　　　　　　　有

・特許法第３０条適用　　　無

・発明の名称の変更　　　　無

・菌寄託
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                                                                     P.3

　　　　　　　　　　　　　　　　参考情報

　特許出願の番号　　　　　　特願２０２１－５４４８７４

・ＦＩ

　Ｈ０４Ｒ　　　１／０２　　　　　１０３Ｚ　　　　，

　Ｈ０４Ｒ　　　１／３４　　　　　３１０　　　　　，

　Ｇ１０Ｋ　　１１／２８　　　　　　　　　　　　　

・調査した分野（ＩＰＣ，ＤＢ名）

　Ａ６１Ｆ　　１１／１４

　Ｇ０２Ｃ　　　１／００－１３／００

　Ｇ１０Ｋ　　１１／００－１３／００

　Ｈ０４Ｒ　　　１／００－　１／０８

　Ｈ０４Ｒ　　　１／１０

　Ｈ０４Ｒ　　　１／１２－　１／１４

　Ｈ０４Ｒ　　　１／２０－　１／４０
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　Ｈ０４Ｒ　　　１／４２－　１／４６

　Ｈ０４Ｒ　　　５／００－　５／０４

　Ｈ０４Ｒ　　２５／００－２５／０４

・参考特許文献

　特開２０１６－０３９６３２　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　

　特開平０２－１０４２００　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　

　特開昭５６－０８１８１４　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ａ）　　　

　米国特許出願公開第２０１０／０２７２３０４　　　　　（ＵＳ，Ａ１）　　

　実開平０１－１２０１２６　　　　　　　　　　　　　　（ＪＰ，Ｕ）　　　

・参考図書雑誌
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